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令和８年３月３日 

令和７年度とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 墨田区立菊川幼稚園 

所在地 墨田区立川４－１２－１５ 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞

 

＜テーマの設定理由＞ 

２．活動スケジュール

 

 

 

身近な事象の不思議を知りたい ～水から氷へ～ 

・色水を氷にして遊ぶ・水を使用した砂場遊び （４月～９月） 

・絵具や食紅、クレープ紙、自然物を使った色水遊び （５月～９月） 

・プール遊び（６，７月） 

・絵具を使った染紙遊び（７月） 

・冷凍庫でつくった氷遊び（７月） 

・発泡スチロールの舟を進ませる遊び（７、９月） 

・ガラスコップを使用した楽器遊び（９月） 

・色水を氷にして遊ぶ（９月） 

・かき氷を食べる（１０月） 

・気温の変化で水が氷になることを知り、自然の力を活用し自分たちで氷づくりを試す（１２月） 

・小学校のビオトープが凍ったことをきっかけに自然の氷をデジタル顕微鏡で見る（１月） 

・様々な素材のコップ（紙、プラスチック、金属）を使用した氷作り（１月） 

・雪が降った日に、雪や氷に触れる（２月） 

・栽培物の水やり（プラスチックカップ、じょうろ）（年間） 

・日常生活の中でなくてはならない水を使って様々な遊びを経験する機会を作り、遊びの中で水に

触れ、楽しさや心地よさを味わえるようにする。 

・水は凍ると氷になることを知り、氷の特性である冷たさや感触、透明度を確認しつつ、解けると水

になる不思議さに関心をもてるようにする。また、氷を解かすための条件や削った時の色や形状な

ど、水の形を変えて自分たちの手で扱うことができることを楽しむ。 

 



2 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎準備したものを種類ごとにケースに入れ、幼児が遊びに取り入れられるようにする。 

【色水遊び】 

絵具、クレープ紙、食紅各色、すり鉢、すりこぎ、透明プラスチック容器、じょうご、スポイト、わら半紙、 

自然物（ハーブ数種類、オシロイバナ、アサガオ、千日紅など） 

【船遊び】 

発泡スチロール板、ビニールプール、トロ船、つまようじ、牛乳パック、輪ゴム、うちわ、ガムテープ、ビニール

テープ 

【氷遊び】 

製氷皿、かき氷機、各種カップ（紙、プラスチック、金属）、デジタル顕微鏡、銀盆、 

氷らせるもの（小さい遊具、ビー玉、自然物、タオルなど） 

【楽器遊び】 

透明ガラスコップ(深さ 18ｃｍ)６個、食紅、木琴のマレット、洗面器、プラスチックカップ 
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４．探究活動の実績 

＜活動の内容＞ 

○４歳児年少組（６月） 

教師が、「氷で遊ぼう」と提案し、幼児の手のひらサイズの氷ができる製氷皿を持って来る。自分

の氷が分かるように、中に目印となるものを入れる。 

                

翌日の朝、全員が興味をもって登園して来る。そこで冷凍庫から製氷皿を出してみると、「わー！

固まっている。」「氷になった。」と全員が喜ぶ。「取り出してみようよ。」と保育室内で取り出そうとする

が、うまく抜けない。「どうしたら解けるかな？」と教師は声を掛ける。 

             

教師は「何で解けたんだろう」と言うと、幼児は「ここ暑いから」と言う。 

 

氷になるかは、明日の 

お楽しみだって。 

太陽の力で、どんど

ん氷が解けるよ。 

手があったかいから

かな？どんどん解け

ていく。 

ここは日が当たっている。

氷が解けるのが早い。 

氷が取れた。 

すごく冷たい。 

水の中にスパンコ

ールや葉っぱを 

入れたよ。 

氷になるのかな？ 
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○５歳児年長組（１１月） 

園庭の草花をつかった色水、香り水づくりを楽しんでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

教師は、冷凍庫を使うことを提案する。「凍らせても、色水の色やにおいは残るかな？」と問い掛 

ける。幼児は「やってみたい！」とお椀やカップ等に入れた色水と香り水を冷凍庫に入れる。 

翌日、冷凍庫を開けた瞬間にハーブのにおいがしたため、幼児が「においが残ってる！」と言う。 

 

 

 

 

 

 

 

教師が「かき氷にしたら、どうなると思う？」と問い掛け、かき氷機を提示すると、幼児は「面白そ

う！」と言って氷をかき氷機で削る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は、「最初の氷のかたまりの時よりも、すぐに溶けちゃったね。」と応える。 

色水ができた！ 

とっておきたい！ 

でも、時間が経つと 

茶色くなっちゃうよね。 

においがするね！ 

お花の色がそのまま 

残っているね。 

かき氷になった！ 

キラキラしてる！ 

どうなるかな？ 

触ると、色が透明

に変わるね。 

においが残ってる！ 

すぐに水に 

なっちゃった。 
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○４歳児年少組（２月） 

併設している小学校にはビオトープがあり、園長先生から「ビオトープの氷が氷っている」との話を聞く。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２か所の氷をデジタル顕微鏡で見比べてみる。 

カチカチだ。 

スケートができそう。 

タライの水も凍ってる。 

ビオトープの氷はすごくきれい。 

キラキラ光って見えるよ。 

全然違うね。 

すごくおもしろい。 

いろんなものが一緒に 

凍っちゃっているね。 
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５．振り返り 

 

 

（振り返りによって得た保育者の気づき） 

年少４歳児 

・水を凍らせると氷になるという現象は、これまでにくり返し水を使って遊び「楽しかった」という経験が

あったからこそ、氷に変化した不思議さや溶ける楽しさをより感じられた。 

・氷が解ける過程の答えを教師が伝えず、子供たちの会話から引き出したことで、より興味が深まっ

ていった。 

・教師との会話から自分たちで導き出した仮説「暑いと氷は解ける」ということに興味をもち、実際に

試すことができて、よりわくわく感が膨らんだ。 

・この活動後も氷遊びは続き、その後も氷に対する不思議さや、色水を凍らせる、濡らしたタオルを

凍らせるなどの遊びから、探求する気持ちが高まった。 

・人工的に氷を作るだけではなく、日本の冬ならではの自然現象の力でビオトープに氷ができる不思

議さを学んだ。また、同じ場でできた氷も、条件によって氷の質が異なることを知って、その不思議

さに魅力を感じていた。 

年長５歳児 

・遊びの中の幼児の思いを受け止め、新しい方法を提示したことで、試してみようとし、不思議さを

感じられた。 

・冷凍庫やかき氷機を活用し、凍らせる、削る、解かすなど、氷の形状を変化させ、自分で扱えるよ

うにしたことにより、探求する姿につながった。 

・水のもつ特性を生かし、他の素材と組み合わせることにより、においや色等の性質の広がりを知り、

様々な感覚を使って試したり、「どうなるだろう」と考え追求したりしていた。 


